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ス
テ
ー
ジ
を
創
造
し
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
フ
ラ
ン
ス

６
人
組
作
曲
家
の
曲
と
サ

テ
ィ
の
「
パ
ラ
ー
ド
」。ど

ん
な
演
出
、編
成
で
上
演
す

る
か
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
?!
か

つ
て
な
い
ア
イ
デ
ア
、形
態

の
ス
テ
ー
ジ
に
期
待
が
膨
ら

む
。

　

全
自
由
席
４
０
０
０
円
、

当
日
４
５
０
０
円
。予
約
、問

い
合
わ
せ
はstudio.K

. K
.

nagoya@gm
ail.com

名
古
屋
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
伊
藤
わ
か
奈
が
年
末
恒
例

の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。
12

月
26
日
（
午
後
６
時
45
分
）

電
気
文
化
会
館
で
行
う
「
展

覧
会
の
絵
」
だ
。

　

伊
藤
は
菊
里
高
校
か
ら
東

京
藝
大
に
進
学
。
同
大
学
院

在
学
中
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ

ン
芸
術
大
学
に
留
学
。
帰

国
後
は
２
０
１
４
～
16
年
、

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会
」
を
開

催
。名
古
屋
市
芸
術
奨
励
賞
、

名
古
屋
音
楽
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
半

は
、
バ
ロ
ッ
ク
な
ら
で
は
の

素
朴
な
響
き
を
再
現
し
た
ヘ

ン
デ
ル「
ク
ラ
ヴ
サ
ン
組
曲
」

「
調
子
の
良
い
鍛
冶
屋
」。
現

代
音
楽
に
も
通
じ
る
ヒ
ナ
ス

テ
ラ
の
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
舞

曲
集
」。
そ
し
て
後
半
は
公

演
タ
イ
ト
ル
の
ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」。

　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
に

も
な
っ
た
『
展
覧
会
の
絵
』

の
多
様
性
や
奥
深
さ
を
１
台

の
ピ
ア
ノ
で
ど
こ
ま
で
表
現

で
き
る
の
か
、
自
分
自
身
へ

の
挑
戦
と
し
て
演
奏
し
た

い
」
と
来
場
を
呼
び
掛
け
る

伊
藤
だ
。

　

全
自
由
席
３
５
０
０
円
、

学
生
２
５
０
０
円
、ペ
ア
券

６
０
０
０
円
。℡
０
５
２（
７

３
３
）８
８
０
９
。

ん
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し

た
。
親
戚
も
大
勢
で
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
名
古
屋
で
出
演

で
き
て
う
れ
し
い
」と
話
す
。

　

今
は
モ
デ
ル
と
し
て
も
活

動
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
あ

り
が
と
う
浜
村
淳
で
す 

土

曜
日
で
す
！
」
に
も
出
演
。

「
い
い
と
思
っ
た
ら
、
ど
っ

ち
の
景
色
も
見
た
く
な
る
性

分
。
二
刀
流
が
言
い
や
す
い

時
代
に
な
っ
た
し
、健
康
に
、

前
向
き
に
、
ド
キ
ド
キ
で
き

る
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
」。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

歌
っ
て
い
る
。「
エ
ル
ム
で

は
10
年
程
前
に
加
藤
修
滋
さ

楽
）、毛
利
美
奈
子
（
同
）、佐

藤
有
沙
（
チ
ェ
ロ
）、箱
﨑
由

衣
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、山
内

敦
子
（
ピ
ア
ノ
）。い
ず
れ
も

フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
文
化
の
洗

礼
を
受
け
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
た
ち
で
あ
る
。

　

構
成
・
演
出
を
担
う
の

は
、「
渦
の
中
の
女
た
ち
」

（
２
０
１
９
年
）、「
瑞
穂
文
化

小
劇
場
開
館
10
周
年
記
念
公

演
」（
25
年
）な
ど
、様
々
な

１
９
１
６
年
ご
ろ
の
こ
と
で

あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
１
０
０
余
年
、

名
古
屋
を
拠
点
に
活
動
す
る

舞
踊
家
１
人
と
音
楽
家
５
人

が
新
た
な
「
６
人
組
」を
結

成
。12
月
26
日
（
午
後
２
時

30
分
と
７
時
）千
種
文
化
小

劇
場
で
披
露
公
演
を
行
う
。

　

メ
ン
バ
ー
は
倉
知
可
英

（
ダ
ン
ス
）、相
可
佐
代
子（
声

　

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
エ

リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ（
１
８
６
６

～
１
９
２
５
年
）が
、ジ
ャ

ン
・
コ
ク
ト
ー
の
台
本
に
基

づ
き
作
曲
し
た
バ
レ
エ
組

曲
「
パ
ラ
ー
ド
」（
街
頭
で
行

う
パ
レ
ー
ド
の
こ
と
）。こ
の

曲
に
刺
激
を
受
け
た
６
人
の

作
曲
家
が
、新
た
な
音
楽
の

潮
流
を
求
め
て
「
フ
ラ
ン

ス
６
人
組
」を
結
成
し
た
。

サ
テ
ィ
ら
フ
ラ
ン
ス
作
曲
家
の
名
作
を
披
露

披露公演を行う現代、名古屋の「６人組」

倉知可英・相可佐代子・毛利美奈子・佐藤有沙・箱﨑由衣・山内敦子

〝
夢
見
る
少
女
〟の
愛
と
勇
気
の
物
語

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
赤
毛
の
ア
ン
」

杉村奈々花 宇津舞衣子

来
年
１
月
23
～
25
日 

ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

　
「
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ロ
マ
ン

派
、
近
現
代
ま
で
、
幅
広
く

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
し
た
」。年末恒例の公演を行う伊藤わか奈

の
ラ
ジ
オ
番
組
で
ゲ
ス
ト
に

迎
え
た
美
川
憲
一
。
シ
ャ
ン

ソ
ン
に
つ
い
て
話
が
弾
み
、

初
対
面
で
勧
め
ら
れ
た
。
美

川
は
、
そ
の
場
で
彼
女
の
歌

声
も
聴
き
、「
人
生
は
一
度

だ
か
ら
、
歌
い
な
さ
い
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
そ
う

だ
。

　

そ
の
後
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

本
格
的
に
学
び
、
今
で
は
関

西
、
東
京
の
ス
テ
ー
ジ
で

れ
て
い
た
。
幼
稚
園
の
先
生

を
３
年
間
勤
め
た
後
、
ミ
ス

ユ
ニ
バ
ー
ス
で
準
ミ
ス
に
選

ば
れ
、メ
デ
ィ
ア
の
世
界
へ
。

以
来
、
司
会
、
キ
ャ
ス
タ
ー
、

ラ
ジ
オ
、
モ
デ
ル
、
Ｃ
Ｍ
出

演
な
ど
様
々
な
仕
事
に
取
り

組
ん
で
き
た
。「
忙
し
く
充

実
し
た
日
々
で
し
た
が
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
仕
事
を
一

区
切
り
し
ま
し
た
」と
話
す
。

　

歌
う
切
っ
掛
け
は
、
演
歌

　
　
波
江
野
陽
子

　

キ
ャ
ス
タ
ー
、
Ｍ
Ｃ
な
ど

多
彩
に
活
躍
す
る
波
江
野
陽

子
が
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し

て
エ
ル
ム
に
初
出
演
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
宝
塚
に
憧

一
度
の
人
生
、い
ろ
い
ろ
な
景
色
を

エルムに初出演した波江野陽子

ジ
ャ
ン
ル
の

コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
成

立
さ
せ
て

き
た
倉
知
。

「
音
楽
、バ
レ

エ
、
美
術
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
芸
術

活
動
が
最
高

潮
に
達
し
た

１
９
２
０
年

代
の
パ
リ
を

思
い
描
い
て

	 ダンス	 メゾソプラノ	 ソプラノ	 チェロ	 クラリネット	 ピアノ

12
月
26
日 

千
種
文
化
小
劇
場
で

バロッ
ク
か
ら
ロマ
ン
派
、近
現
代
の
名
曲
を

	

ピ
ア
ニ
ス
ト
伊
藤
わ
か
奈
が
リ
サ
イ
タ
ル

	

12
月
26
日 

電
気
文
化
で「
展
覧
会
の
絵
」

然
と
、温
か
な
周
囲
の
人
々

に
恵
ま
れ
健
や
か
に
成
長
し

…
。

　

１
９
０
８
年
に
出
版
さ
れ
、

現
在
も
世
界
中
で
愛
さ
れ
続

ち
、農
場
を
営
む
カ
ス
バ
ー

ト
兄
妹
に
引
き
取
ら
れ
た
ア

ン
は
、美
し
い
カ
ナ
ダ
の
自

　

家
庭
で
も
学
校
で
も
、さ

ま
ざ
ま
な
騒
動
を
巻
き
起
こ

す
〝
夢
見
る
少
女
〟ア
ン
・

シ
ャ
ー
リ
ー
。孤
児
院
で
育

け
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
の
名
作「
赤

毛
の
ア
ン
」が
、２
０
２
６
年

１
月
23
～
25
日
（
全
６
回
）

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

２
０
２
６
年
企
画
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
し
て
ア
ー
ト
ピ
ア

ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
１
９
７
９
年
に

高
畑
勲
監
督
の
ア
ニ
メ
版

が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
好
評
を

博
し
、劇
団
四
季
の
人
気
レ

パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
も
繰
り

返
し
上
演
さ
れ
て
い
る
「
赤

毛
の
ア
ン
」。今
回
の
事
業

団
公
演
で
は
テ
ア
ト
ル
・
エ

コ
ー
の
平
野
智
子
が
台
本
、

演
出
を
、小
川
こ
う
い
ち
が

振
付
を
担
当
。演
奏
は
名
古

屋
音
楽
大
学
出
身
の
柴
田

祥
・
指
揮
の
ア
ヴ
ォ
ン
リ
ー
・

ユ
ー
ス
管
弦
楽
団
が
行
う
。

　

主
要
キ
ャ
ス
ト
は
ダ
ブ

ル
。主
人
公
ア
ン
に
抜
擢
さ

れ
た
の
は
杉
村
奈
々
花
と
宇

津
舞
衣
子
。マ
シ
ュ
ー
・
カ

ス
バ
ー
ト
に
は
小
澤
寛
と
す

ぎ
う
ら
と
し
は
る
、そ
の
妹

マ
リ
ラ
に
は
田
島
順
子
と
若

村
果
央
。オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
選
出
さ
れ
た
総
勢
35
人
が

出
演
す
る
。

　

全
指
定
席
、１
階
席
４
０

０
０（
25
歳
以
下
３
６
０
０
）

円
、２
階
席
３
０
０
０（
同
２

７
０
０
）円
。℡
０
５
２（
２

４
９
）９
３
８
７
。

名古屋市文化振興事業団2026年企画公演

この公演は、競輪の補助
を受けて実施します。



　

文
学
を
バ
レ
エ
と
し
て
再

現
す
る
異
才
・
市
川
透
の
創

作
振
付
作
品「
落
葉
と
薔
薇
」

が
、
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
・
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
２
０
２
６
年
の
新
春
作

品
と
し
て
１
月
18
日
、
芸
術

創
造
セ
ン
タ
ー
で
上
演
さ
れ

る
。
２
０
２
０
年
に
初
演
、

５
年
ぶ
り
の
再
演
に
な
る
。

近
松
門
左
衛
門
の
名
作
を
題

材
に
、
人
の
世
の
情
愛
、
因

縁
、
煩
悩
を
和
洋
折
衷
の
手

法
で
表
出
す
る
。

　

物
語
は
二
組
の
男
女
の

道
行
を
情
感
た
っ
ぷ
り
に

描
き
上
げ
る
。
昼
の
部
（
正

　

数
年
後
、
日
本
舞
踊
は
こ

う
変
わ
る
―
。
名
古
屋
市
文

化
振
興
事
業
団
が
主
催
す
る

「
や
っ
と
か
め
文
化
祭
～
新
作

日
本
舞
踊
」（
11
月
８
日
・
名

古
屋
能
楽
堂
）
を
見
て
思
っ

た
。
日
舞
が
ど
ん
ど
ん
現
代

舞
踊
（
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
）
に

近
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
立
奏
）
で
行
わ
れ
た
の

は
芥
川
也
寸
志
「
弦
楽
の

た
め
の
三
楽
章
～
ト
リ
プ

テ
ィ
ー
ク
」
と
、
レ
ス
ピ
ー

ギ
「
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古

風
な
舞
曲
と
ア
リ
ア
第
三
組

新
作
日
本
舞
踊

　

名
古
屋
地
区
を
中
心
に
活

動
す
る
日
本
舞
踊
７
会
派
が

出
演
。
第
一
部
は
小
学
生
～

～
若
手
が
出
演
し
、
会
派
ご

と
に
小
品
を
披
露
し
た
。
ま

ず
驚
い
た
の
は
曲
目
。M

rs.
GREEN APPLE

やPerfume

、

M
ISIA

と
い
っ
た
（
高
齢
の

私
に
は
）
国
籍
不
明
の
ポ
ッ

プ
ス
が
多
用
さ
れ
た
こ
と
。

　

次
は
照
明
。
ギ
ン
ギ
ラ
の

午
）「
花
鳥
風
月
」
の
主
演

は
内
藤
瑞
希
と
山
田
裕
也
、

市
村
明
日
香
と
梶
田
眞
嗣

の
二
組
。
夜
の
部
（
午
後

４
時
30
分
）「
百
花
繚
乱
」

は
西
尾
美
紅
と
長
谷
川
元

志
、
山
本
恵
里
菜
と
野
々

山
亮
の
二
組
。

　
「
花
鳥
風
月
」
と
「
百
花

繚
乱
」
の
テ
ー
マ
は
同
一
だ

が
、
構
成
と
演
出
、
結
末
が

変
わ
る
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
選
出
さ
れ
た
ダ
ン
サ
ー
た

ち
の
優
れ
た
演
技
、
時
空
を

一
転
さ
せ
る
衝
撃
的
な
照

明
、
そ
し
て
市
川
の
描
き
上

げ
る
幻
想
と
ロ
マ
ン
。名
匠
・

蜷
川
幸
雄
の
演
出
で
大
ヒ
ッ

ト
し
た
演
劇
「
近
松
心
中
物

語
」
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
名

作
バ
レ
エ
で
あ
る
。

　

前
売
り
は
１
階
指
定
席

８
５
０
０
円
、２
階
自
由
席

６
５
０
０
円
（
当
日
は
各

５
０
０
円
増
し
）。℡
０
５
２

（
７
７
９
）０
７
５
６
。

市村明日香

西尾　美紅

　

歌
曲
は
文
学
で
あ
り
、歌

い
手
は
役
者
で
あ
る
―
。相

可
佐
代
子（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）

の
リ
サ
イ
タ
ル（
10
月
17
日
・

電
気
文
化
会
館
）を
見
て
、そ

ん
な
印
象
を
受
け
た
。

　

前
半
は
相
可
が
追
い
求
め

る
ラ
ヴ
ェ
ル
の
歌
曲
。バ
レ

エ
音
楽
や
ピ
ア
ノ
曲
で
有
名

な
作
曲
家
だ
が
、歌
曲
に
も

多
く
の
作
品
を
遺
し
て
い

る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
博
物
誌

～
孔
雀
・
か
わ
せ
み
・
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
」「
シ
ェ
ラ
ザ
ー
ド
～

ア
ジ
ア
・
魔
法
の
笛
・
つ
れ

な
い
人
」ほ
か
そ
れ
ぞ
れ
数

分
の
小
品
。何
と
も
掴
み
ど

こ
ろ
の
な
い
歌
詞
と
複
雑
な

仏
音
楽
へ
の
探
究
心
、歌
唱
力
で
圧
倒

相
可
佐
代
子
リ
サ
イ
タ
ル

曲
調
は
、ま
る
で
不
条
理
劇

を
見
て
い
る
よ
う
な
不
思
議

な
感
覚
に
陥
っ
た
。

　

相
可
は
早
口
言
葉
の
よ
う

に
フ
ラ
ン
ス
語
歌
詞
を
歌
い

上
げ
る
。長
年
フ
ラ
ン
ス
で

研
さ
ん
を
積
ん
だ
と
は
い

え
、容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

ピ
ア
ニ
ス
ト（
髙
橋
早
紀
子
）

も
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

　

エ
ポ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ「
オ
ペ

ラ
歌
手
で
す
が
、な
に
か
？
」

（
10
月
18
日
・
メ
ニ
コ
ン
シ

ア
タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ
）は
、名
古
屋

二
期
会
の
歌
手
が
オ
ペ
ラ
ア

リ
ア
な
ど
を
芝
居
仕
立
て
に

し
て
楽
し
ま
せ
る
試
み
だ
。

　

女
性
は
中
嶋
真
利
子
、古
沢

加
奈
子
、松
川
亜
矢
、石
原
ま

り
あ
。男
性
は
山
本
治
樹
、山

﨑
太
郎
に
客
演
の
内
田
智
一
。

　

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
ひ
ょ
っ

レ
ッ
タ「
こ
う
も
り
」の『
シ
ャ

ン
パ
ン
の
歌
』を
全
員
で
歌
っ

て
打
ち
上
げ
。

　

関
係
性
の
な
い
歌
が
違
和

感
な
く
ま
と
ま
る
の
は
、巧
み

な
構
成
と
台
本
の
お
か
げ
。ピ

ア
ノ
重
差
恵
里
が
多
様
な
曲

目
を
こ
な
す
表
現
力
に
感
心

し
た
。う
ま
く
歌
っ
て
聴
か
せ

る
だ
け
で
な
く
、客
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
。若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
の
成

長
に
も
つ
な
が
る
。ま
だ
２
回

目
だ
が
、さ
ら
に
練
り
上
げ
て

い
け
ば
名
物
シ
リ
ー
ズ
に
も

な
る
だ
ろ
う
。　　

  

（
上
原
）

巧
み
な
台
本
と
構
成
で
名
物
公
演
に

エ
ポ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」で
に

ぎ
や
か
に
幕
開
け
。「
椿
姫
」

「
カ
ル
メ
ン
」「
ト
ス
カ
」な
ど

の
有
名
な
ア
リ
ア
と
、リ
ス

巧
み
な
話
術
で
観
客
を
盛
り

上
げ
た
。

　

第
２
部
は
公
演
の
メ
ー
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
永
訣
の
朝
」。

24
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
賢

治
の
妹
・
ト
シ
の
最
期
の

日
々
を
つ
づ
っ
た
長
編
詩
。

野
村
朗
が
合
唱
曲
と
し
て
作

曲
し
、
め
い
お
ん
合
唱
倶
楽

部
が
哀
し
み
の
鎮
魂
歌
に
魂

を
吹
き
込
ん
だ
。

　

こ
の
公
演
は
昨
年
12
月
に

64
歳
で
他
界
し
た
演
出
家
・

齋
藤
敏
明
さ
ん
が
企
画
し
た

も
の
。
い
の
こ
ら
同
胞
た
ち

が
意
志
を
継
ぎ
、
齋
藤
さ
ん

の
思
い
描
い
た
ス
テ
ー
ジ
を

実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

歌
っ
て
も
、
語
っ
て

も
、
演
じ
て
も
、
魅
力

の
尽
き
な
い
宮
沢
賢
治

の
世
界
観
。
愛
知
芸
術

文
化
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）

と
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

が
共
催
で
「
ケ
ン
ジ
の

大
広
場
・
詩
と
歌
～
賢

治
へ
の
旅
」（
10
月
25

日
・
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
）
を
上
演
し
た
。

　

俳
優
い
の
こ
福
代
の

構
成
と
演
出
。
第
１
部

で
は
名
古
屋
オ
ペ
ラ
協

会
が
中
心
に
な
り
、
歌

と
朗
読
で
賢
治
の
代
表

作
を
切
れ
目
な
く
展

開
。
芸
達
者
い
の
こ
が

故・齋
藤
敏
明
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ

「
ケ
ン
ジ
の
大
広
場
」

芸達者ぶりを発揮する名古屋オペラ協会の面々

す
る
よ
う
な
躍
動
的
曲
調
。

そ
し
て
第
二
楽
章
で
は
ヴ
ィ

オ
ラ
群
が
古
き
良
き
時
代
を

美
し
く
温
か
な
音
色
で
描
出

さ
せ
た
。

（
シ
ゲ
ル
）

　

芥
川「
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
ク
」

の
初
演
は
１
９
５
３
年
で
、

51
年
生
ま
れ
の
私
と
は
相
性

が
良
い
よ
う
だ
。
第
一
、
第

三
楽
章
は
、
戦
後
未
曽
有
の

発
展
を
遂
げ
る
日
本
を
象
徴

曲
」。
総
勢
27
人
と
は
い
え
、

音
楽
は
豊
か
で
管
弦
楽
に
劣

ら
ぬ
迫
力
が
あ
っ
た
。
指
揮

者
の
原
田
慶
太
楼
に
よ
れ
ば

「
立
奏
す
る
こ
と
で
迫
力
が

増
す
」
と
の
こ
と
。

「
弦
楽
の
た
め
の
三
楽
章
」

ト
「
愛
の
夢
」、エ
ル

ガ
ー
「
愛
の
挨
拶
」、サ

テ
ィ「
グ
ノ
シ
ェ
ン
ヌ
」

な
ど
器
楽
曲
に
、あ
お

い
英
斗
が
作
詞
し
た
歌

を
挟
ん
で
14
曲
。

　

曲
目
を
見
て
ま
と

ま
り
が
な
い
気
が
し
た

が
、案
内
役
の
俳
優
・
末

吉
康
治
が
軽
妙
な
ト
ー

ク
と
演
技
で
、い
く
つ

も
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
し

て
い
く
。最
後
は
オ
ペ

奮闘する名古屋二期会若手勢
　

愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
の
第
91
回
定

期
演
奏
会
（
10
月
23
日
・
愛

知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
）
を
聴
い
た
。
国
際

的
フ
ル
ー
ト
奏
者
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
・
ジ
ャ
コ
ー
の
演
奏

が
目
的
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に

劣
ら
ず
聴
き
入
っ
た
の
が
弦

楽
合
奏
の
響
き
。
と
り
わ
け

６
人
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
が
醸

し
出
す
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

は
絶
品
だ
っ
た
。

　

弦
楽
合
奏
（
チ
ェ
ロ
以
外

絶
品
だ
っ
た
ビ
オ
ラ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

Ａ
Ｃ
Ｏ
定
期
演
奏
会

　

後
半
は
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏

者
の
日
下
部
任
良
を
加
え
、

ホ
ア
キ
ン
・
ニ
ン
「
夜
警
の

歌
」、デ
ル
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ル

「
ク
ロ
カ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
」「
露

の
世
は
」を
披
露
し
た
。

　
「
夜
警
の
歌
」で
は
相
可
の

歌
声
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
が
穏

や
か
に
調
和
し
た
。「
露
の
世

は
」は
哲
学
者
で
文
学
者
の

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
が
、日

本
の
俳
句
を
題
材
に
し
た
14

編
の
詩
に
デ
ル
ヴ
ァ
ン
ク
ー

ル
が
曲
を
付
け
た
異
色
作
。

相
可
の
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
対

す
る
執
拗
な
探
求
心
、そ
し

て
歌
唱
に
圧
倒
さ
れ
た
一
夜

だ
っ
た
。　  　

  

（Shigee

）

山本恵里菜

内藤　瑞希

近松門左衛門の名作を題材に—
ＢＡＬＬＥＴ・ＮＥＸＴ新春公演

市川透が創作振付「落葉と薔薇」
1月18日 芸術創造センターで

ロ
マ
ン
」
で
は
８
人
が
和

服
姿
で
登
場
。
着
付
け
も

立
ち
居
振
る
舞
い
も
ソ
ツ

が
な
い
の
は
、
日
舞
に
も
造

詣
の
深
い
伊
藤
の
指
導
の

賜
物
で
あ
る
。
出
演
者
の

中
で
は
「
浜
千
鳥
」
を
歌
っ

た
飯
田
賀
菜
が
際
立
っ
た
。

自
身
の
声
を
楽
器
と
し
て

磨
き
上
げ
、
正
確
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
。

　

後
半
「
波
の
会
」
で
は
加

川
文
子
が
期
待
通
り
の
名

唱
。
瑞
々
し
く
豊
か
な
歌
声

で
、
作
曲
家
・
菰
田
尚
子
の

新
作
「
あ
る
く
」「
あ
の
日
」

を
初
演
。
ア
リ
ア
に
定
評
の

青
山
奈
未
は
「
花
言
葉
・
ア

マ
リ
リ
ス
」
を
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
に
。
大
詰
め
に
は
長
江
希

代
子
が
「
空
家
の
風
鈴
」
を
、

伊
藤
晶
子
が「
空
家
の
風
鈴
」

の
続
編
「
春
の
声
」
を
し
み

じ
み
と
、
物
語
る
よ
う
に
歌

い
上
げ
た
。

「
春
の
声
」
で
ト
リ
を
締
め
た
伊
藤
晶
子

「
名
古
屋
波
の

会
」（
代
表
・
伊

藤
晶
子
）が
定

期
演
奏
会
（
10

月
25
日
・
電
気

文
化
会
館
）を

開
い
た
。出
演

者
13
人
、全
員

が
女
性
で
あ

る
。

　

前
半
「
大
正

　
「
日
本
歌
曲
を
美
し
く
歌

う
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
す
る

　

第
二
部
は
７
会
派
の
主
力

舞
踊
家
７
人
が
、
合
同
で
新

作
を
披
露
し
た
。
子
供
た
ち

の
作
品
に
比
べ
、
何
と
も
新

鮮
味
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

現
代
舞
踊
に
は
真
似
の
出
来

な
い
、
古
典
舞
踊
家
な
ら
で

は
の
舞
台
を
見
せ
て
ほ
し

か
っ
た
。　　
　
　
　
（
上
野
）

チ
し
た
秀
作
も
あ
っ
た
。
私

の
選
ん
だ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は

稲
垣
流
の
「
光
放
つ
」。
曲
は

DAOKO

×
米
津
玄
師
の
「
打

上
花
火
」
で
、
５
人
の
小
中

学
生
の
持
つ
赤
い
傘
が
、
巧

み
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
得
て
、

花
火
の
よ
う
に
能
舞
台
を

彩
っ
た
。

日
本
歌
曲
を
和
服
姿
で
し
っ
と
り
と

名
古
屋
波
の
会

ポップスとマッチした秀作日舞も

色
彩
に
ス
ト
ロ

ボ
の
点
滅
。
ま

る
で
若
者
た
ち

が
集
う
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。
能
楽

堂
の
若
松
も
、

び
っ
く
り
仰
天

し
た
こ
と
だ
ろ

う
。

　

さ
て
、
気
を

取
り
直
し
て

作
品
を
見
る

と
、
ポ
ッ
プ
ス

と
意
外
に
マ
ッ

稲垣流「光放つ」のワンシーン



戸
田
美
江
子

中
川
　
幸
作

仲
条
　
優
理

夏
目
　
久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川
　
長
秀

野
々
山
保
治

野
村
　
祐
子

花
咲
　
市
岡

花
柳
　
磐
優

林
　
　
雅
仁

福
井
　
啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本
　
道
子

見
波
　
紀
子

宮
西
　
圭
子

山
口
　
雅
子

吉
田
　
尚
弘

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部
　
千
枝

ほ
か

蟹
江
　
尾
八

神
谷
久
実
子

北
村
　
哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤
　
典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野
　
和
美

澤
脇
　
達
晴

白
樺
　
八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江
　
瑠
美

鈴
木
　
幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木
　
文
雄

須
山
　
仁
美

角
田
真
優
美

高
倉
　
麻
耶

武
市
　
孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田
　
弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き

手
塚
　
淑
子
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山
　
皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川
　
洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田
　
光
代

伊
藤
　
　
修

伊
藤
　
　
敬

伊
藤
　
直
樹

稲
垣
　
舞
比

衣
斐
　
　
愛

今
村
　
早
伽

内
田
　
寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田
　
寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺
　
資
二

岡
田
　
一
男

岡
崎
　
保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

加
藤
　
静
子

金
澤
　
志
保

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集
「しらかわホール」来年４月に再開

　

名
古
屋
・
伏
見
の
「
し
ら

か
わ
ホ
ー
ル
」が
、来
年
４
月

に
再
開
す
る
。

　

１
９
９
４
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
し
ら
か
わ
ホ
ー
ル
」

は
、７
０
０
席
近
い
中
規
模

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
適
し

た
ホ
ー
ル
と
し
て
30
年
間
愛

用
さ
れ
て
き
た
。

　
「
三
井
住
友
海
上
し
ら
か

わ
ホ
ー
ル
」と　

名
称
は
変

わ
っ
た
が
、セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団
、愛
知
室

内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

が
定
期
演
奏
会
を
継
続

し
、室
内
楽
や
海
外
の

演
奏
家
が
名
演
奏
を
披

露
し
た
が
、ビ
ル
の
売

却
の
た
め
昨
年
２
月
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
館

し
た
。

　

音
楽
関
係
者
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
が
存
続

を
求
め
る
署
名
運
動
も

起
こ
り
、新
会
社
が
再

開
を
決
め
た
。

　

来
年
４
月
か
ら
10
月

ま
で
の
利
用
を
受
け
付
け
中

で
、す
で
に
何
件
も
申
し
込

み
が
あ
る
と
い
う
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
す
で
に

来
年
度
の
予
定
を
決
定
し
て

お
り
、至
近
の
利
用
は
無
理

だ
が
、し
ら
か
わ
ホ
ー
ル
に

合
う
シ
リ
ー
ズ
を
検
討
し
て

い
る
。電
気
文
化
会
館
ザ
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
と
も

に
「
し
ら
か
わ
ホ
ー
ル
」の

再
開
で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

が
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
上
原
宏
）

魔
す
る
シ
ー
ン
。斬
新
な
試

み
だ
が
、若
干
の
違
和
感
も

あ
っ
た
。井
田
勝
大
が
指
揮

し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
が
明
快
な
音
で
ダ
ン

サ
ー
を
鼓
舞
し
、ス
テ
ー
ジ

を
盛
り
上
げ
た
。文
句
な
く

素
晴
ら
し
い
舞
台
が
展
開

し
、中
部
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
た
。（

上
原
）

リ
ー
ン
カ
ー
ド
取
得
の
た
め

の
困
難
な
ど
が
、親
し
く
交

流
し
て
い
た
友
人
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
ら
の
回
想
で
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

　

80
年
、ポ
ー
ル
の
「
Ｃ
ｏ

ｍ
ｉ
ｍ
ｇ　

Ｕ
ｐ
」に
刺
激

を
受
け
た
レ
ノ
ン
は
本
格
的

な
音
楽
活
動
を
再
開
。５
年

ぶ
り
と
な
る
ア
ル
バ
ム
「
ダ

ブ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」を

制
作
し
、ワ
ー
ル
ド
・
ツ
ア
ー

の
計
画
を
立
て
た
が
、ア
ル

バ
ム
発
売
翌
月
の
12
月
８

日
、最
期
の
時
を
迎
え
る
の

で
あ
る
。

　

※
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ

ア
シ
ネ
マ
ほ
か
で
上
映
中
。

　

オ
ル
太
の
舞
台
「
エ
タ
ー

ナ
ル
・
レ
イ
バ
ー
」（
10
月
10

～
19
日
・
芸
術
劇
場
小
ホ
ー

ル
＝
写
真
）は
力
作
だ
っ
た
。

　

オ
ル
太
は
、民
間
伝
承
、歴

史
的
出
来
事
、土
地
の
固
有

性
な
ど
を
調
査
・
再
解
釈
し
、

現
代
に
お
け
る
集
団
の
在
り

方
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

問
う
作
品
を
発
表
す
る
芸
術

家
集
団
。本
芸
術
祭
で
は
、大

日
本
帝
国
時
代
と
現
代
の
連

続
性
、経
済
発
展
の
裏
の
搾

取
と
労
働
を
、現
代
女
性
の

体
と
重
ね
て
描
い
た
。

　

会
場
に
は
農
耕
民
族
を
思

わ
せ
る
山
と
住
空
間
、近
代

的
な
機
械
装
置
が
駆
動
す
る

労
働
空
間
、大
型
災
害
の
発

生
を
思
わ
せ
る
情
報
な
ど
が

存
在
。観
客
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

空
間
で
起
こ
る
出
来
事
を
追

い
な
が
ら
、そ
れ
が
過
去
の

負
の
歴
史
の
物
語
化
な
の

か
、未
来
に
も
起
こ
る
デ
ィ

ス
ト
ピ
ア
な
の
か
、今
、劇
場

歴
史
、搾
取
、差
別
を
体
現
し
た
力
作

オ
ル
太

の
外
に
出
た
ら
出
合
う
光
景

な
の
か
考
え
込
ま
さ
れ
る
。

　

各
場
面
に
配
さ
れ
た
搾
取
、

性
差
別
な
ど
の
テ
ー
マ
を
、

し
ゃ
が
み
込
み
、引
き
ず
り
、

転
が
り
落
ち
て
見
せ
つ
け
る

女
性
達
の
姿
は
、台
詞
よ
り
も

　

マ
ユ
ン
キ
キ
＋
の
舞
台

「
ク
シ
テ
」（
10
月
12
、
13
日
・

雄
弁
。目
に
宿
る
光
の
量
す

ら
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

オ
ル
太
の
探
求
は
続
い
て
い

く
の
だ
ろ
う
が
、愛
知
で
発

表
さ
れ
た
現
時
点
の
答
は
圧

巻
だ
っ
た
。　　

 　
（
竹
本
）

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
、ジ
ョ
ン
・

レ
ノ
ン
の
フ
ァ
ン
な
ら
、ぜ

ひ
見
て
お
き
た
い
映
画
が
登

場
し
た
。12
月
５
日
に
公
開

さ
れ
た
「
夢
と
創
造
の
果
て

に
～
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
最
期

の
詩
」で
あ
る
。映
画
は
ビ
ー

ト
ル
ズ
解
散
の
１
９
７
０
年

か
ら
、レ
ノ
ン
が
非
業
の
死

を
遂
げ
た
１
９
８
０
年
の
10

年
間
を
、貴
重
な
映
像
と
証

言
、音
楽
で
振
り
返
る
。

　

ジ
ョ
ン
と
ヨ
ー
コ
の
出
会

い
と
生
活
の
全
貌
、ポ
ー
ル
・

マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
と
の
法
廷
闘

争
、薬
物
使
用
の
詳
細
、グ

写真提供・国際芸術祭「あいち」組織委員会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
眠
れ
る
森

の
美
女
」（
10
月

５
日
・
愛
知
県

芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
）が
開

か
れ
た
。

　

チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
３
大

バ
レ
エ
の
中
で

も
、最
も
華
や

か
で
メ
ル
ヘ
ン

チ
ッ
ク
な
作

品
。英
国
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
・
ロ

イ
ヤ
ル
バ
レ
エ

「眠れる森の美女」のワンシーン

バ
レ
エ
協
会
中
部
支
部

　

日
本
バ
レ
エ
協
会
中
部
支

部
（
松
岡
伶
子
支
部
長
）に

よ
る
第
46
回
中
部
バ
レ
エ

団
な
ど
で
実
績
の
あ
る
山
本

康
介
の
振
付
・
演
出
。オ
ー

ロ
ラ
姫
に
は
愛
知
県
出
身
の

吉
田
早
織
、王
子
に
は
福
岡

雄
大
を
迎
え
た
。二
人
の
卓

越
し
た
技
術
、吉
田
の
優
雅

で
上
品
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
見
と
れ
た
。

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ほ
か
で
上
映
中

み
重
ね
た
成
果
だ
ろ
う
。加

え
て
田
川
陽
子
が
魔
女
カ
ラ

ボ
ス
役
で
、大
寺
資
二
が
国

王
、幸
田
律
が
式
典
長
で
、若

い
ダ
ン
サ
ー
を
支
え
た
こ
と

に
共
感
を
覚
え
た
。

　

長
い
プ
ロ
ロ
ー
グ
付
き

の
３
幕
構
成
。演
出
面
で
目

立
っ
た
の
は
、
カ
ラ
ボ
ス

が
派
手
に
登
場
し
、王
子
が

オ
ー
ロ
ラ
姫
に
会
う
の
を
邪

　

中
部
支
部
の
多
く
の
バ
レ

エ
団
か
ら
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
総
勢
１
０
０

人
の
ダ
ン
サ
ー
が
、よ
く
ま

と
ま
っ
た
群
舞
と
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
見
せ
、主
役
と
一
体

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
だ
っ
た
。ま
る
で
一
つ

の
バ
レ
エ
団
の
よ
う
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た

の
は
、半
年
も
の
練
習
を
積

随
所
に
見
え
た
半
年
間
の
練
習
成
果

表
現
の
奔
流
で
時
代
を
通
し
、つ
な
ぐ

マ
ユ
ン
キ
キ
＋

れ
ま
で
共
作
し
て
き
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
陣
を
編
成
。
奥
三

河
の
三
信
鉄
道
の
開
通
に
関

わ
っ
た
測
量
士
で
、
旭
川
ア

イ
ヌ
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
祖

父
・
川
村
カ
子
ト
の
軌
跡
を

作
品
に
し
た
。

　
「
ク
シ
テ
」
は
「
～
を
通

ら
せ
る
」
と
い
う
意
味
。
マ

ユ
ン
キ
キ
は
電
車
が
走
る
ジ

オ
ラ
マ
の
よ
う
な
町
に
横
た

わ
り
、
舞
い
、
歌
い
、
ガ
ラ

ス
に
色
を
落
と
し
、
表
現
を

尽
く
し
て
い
く
。
機
関
車
と

少
年
の
物
語
に
は
、
レ
ク
ポ

の
歌
が
響
く
。
さ
ら
に
、
廣

瀬
の
故
郷
・
美
濃
市
の
和
紙

手
工
業
の
紙
漉
き
の
水
槽
を

使
っ
た
水
音
の
演
奏
、
仮
面

舞
踊
、
影
絵
な
ど
、
各
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
個
性
的
な
表
現

を
重
ね
て
い
っ
た
。

　

あ
ま
り
に
多
様
で
溺
れ
そ

う
に
も
な
っ
た
が
、「
上
流

と
下
流
、
先
祖
と
子
孫
」
な

ど
、
不
可
逆
な
は
ず
の
流
れ

を
、
掴
み
上
げ
、
確
か
に
通

し
て
見
せ
た
。
全
員
の
表
現

を
も
っ
と
見
た
い
と
思
わ
せ

る
舞
台
だ
っ
た
。　
（
竹
本
）

「
弱
法
師
」能
と
朗
読
劇
を
連
続
公
演

能
楽
堂
定
例
公
演

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
。能
「
弱

法
師
（
よ
ろ
ぼ
し
）」の
上
演

後
、三
島
由
紀
夫
に
よ
る
同

名
戯
曲
の
朗
読
劇
（
演
出
・

い
の
こ
福
代
）が
行
わ
れ
た
。

　

能
「
弱
法
師
」は
、盲
目
の

青
年
と
父
親
と
の
葛
藤
、青

年
が
心
に
描
く
心
象
風
景
を

描
い
た
観
世
元
雅
（
世
阿
弥

の
息
子
）の
作
品
。今
回
は
宝

生
流
シ
テ
（
主
役
）衣
斐
愛
、

ワ
キ
（
相
手
役
）橋
本
宰
ほ

か
で
上
演
さ
れ
た
。

　

三
島
の
「
弱
法
師
」は
能

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
た
も
の
で
、や
は
り

盲
目
の
青
年
が
主
人
公
。戦

争
で
捻
じ
曲
げ
ら
れ
た
人
生

観
、両
親
と
の
確
執
な
ど
が

６
人
の
演
者
と
チ
ェ
ロ
の
生

演
奏
（
河
井
裕
二
）に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
た
。

　

古
典
芸
能
の
原
点
と
さ
れ

る
能
楽
だ
が
、二
度
、三
度
の

観
劇
で
容
易
に
理
解
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。関
係
者
は

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
能

の
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。

朗
読
劇
を
加
え
た
今
回
の
公

演
は
大
い
に
評
価
し
た
い
。

レノン最期の10年間を映像で
映画「ジョン・レノン最期の詩」

「
あ
き
ら
め
ね
ば
、
夢
は
か

な
う
」
の
テ
ー
マ
に
向
か
い

一
気
に
熱
を
帯
び
る
。
48
人

の
出
演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
持

て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
、
オ
ー
ラ
と
パ
ワ
ー
で
観

客
を
ね
じ
伏
せ
た
の
で
あ

る
。

（
ウ
エ
ノ
）

　

名
古
屋
能
楽
堂
の
「
十
月

定
例
公
演
」（
10
月
19
日
）で

「弱法師」シテの衣斐愛

朗
読
劇
「
弱
法
師
」

芸
術
劇
場
大
リ
ハ

室
）
は
、
印
象
深

い
作
品
だ
っ
た
。

　

マ
ユ
ン
キ
キ

は
、
現
代
に
生

き
る
ア
イ
ヌ
を

テ
ー
マ
に
創
作
を

重
ね
て
き
た
音
楽

家
・
現
代
美
術
家
。

本
芸
術
祭
で
は
、

ボ
ー
カ
ル
の
姉
レ

ク
ポ
、
音
楽
家
の

廣
瀬
拓
音
ら
、
こ

　

老
若
男
女
、
総
勢
48
人
の

パ
ワ
ー
と
熱
意
に
圧
倒
さ
れ

た
。
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
Ａ
Ｎ
の
音

楽
劇
「
覇
王
の
夢
～
あ
き

ら
め
ね
ば
、
夢
は
か
な
う
」

（
10
月
31
日
～
11
月
３
日
・

昭
和
文
化
小
劇
場
）。
戦
国

時
代
の
抗
争
を
、
俳
優
・
小

48
人
、オ
ー
ラ
と
パワ
ー
を
集
結
し

音
楽
劇「
覇
王
の
夢
～
」

澤
寛
が
独
自
の
観
点
で
劇
化

し
た
〝
覇
王
シ
リ
ー
ズ
〟
の

第
４
段
で
あ
る
。

　

時
は
信
長
亡
き
後
、
秀
吉

が
主
権
を
握
っ
た
刹
那
（
せ

つ
な
）
の
三
河
。
時
代
劇
に

Ｓ
Ｆ
、
青
春
ド
ラ
マ
が
混
在

す
る
型
破
り
の
脚
本
で
あ

る
。
物
語
の
主
軸
に
な
る
の

は
反
乱
を
繰
り
返
す
矢
作
川

は
つ
ら
つ
若
い
出
演
者
た
ち

の
堤
防
造
り
。

武
士
に
農
民
、

女
座
長
一
座
、

さ
ら
に
は
令
和

の
現
代
か
ら
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
若
い
男
女

ま
で
も
が
加
わ

る
奇
想
天
外
。

　

ど
う
な
る
こ

と
や
ら
…
と
懸

念
し
た
が
、
ド

ラ
マ
は
終
盤
、



か
子
の
「
去
り
行
く
季
節
」、

小
塚
憲
二
の
バ
レ
エ
曲
「
ふ

た
つ
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
」、
そ

れ
に
小
川
裕
三
に
委
嘱
し
た

「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ソ
ナ
タ
」。

ど
れ
も
親
し
み
が
あ
り
、
三

様
の
魅
力
が
味
わ
え
た
。

　

曲
調
に
合
わ
せ
た
映
像
が

映
さ
れ
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ

が
湧
く
効
果
が
あ
っ
た
。

月
８
日
・
名
東
文
化
小
劇
場
）

に
、
20
年
間
継
続
し
た
重
み

を
感
じ
た
。

　

つ
つ
み
、
妻
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
堤
久
美
子
、
ピ
ア
ノ

稲
神
佐
和
子
。
お
な
じ
み
の

３
人
が
出
演
。
前
半
は
地
元

の
作
曲
家
を
特
集
、
水
野
み

　
「
つ
つ
み
あ
つ
き
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

１
０
０
回
記
念
演
奏
会
（
11

豊
か
な
構
成
力
、ス
ケ
ー
ル
感
で
魅
了

つ
つ
み
あ
つ
き

ン
ブ
ル
は
全
開
、パ
ワ
フ
ル
な

音
が
鳴
っ
た
。

　

後
半
は
フ
ォ
ー
レ
の
「
ピ

ア
ノ
三
重
奏
曲
」。
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
を
普
通
の

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
チ
ェ
ロ
の

パ
ー
ト
を
ア
ル
ト
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
で
演
奏
。
原
曲
と
は

異
な
る
雰
囲
気
で
新
鮮
だ
っ

た
。

　

１
０
０
回
は
通
過
点
。
ま

だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

ピ
ア
ノ 

戸
谷
誠
子

１
０
０
回
記
念
、演
奏
に
継
続
の
重
み

新
旧
の
ソ
ナ
タ
を
息
の
あ
っ
た
協
奏
で

下
島
万
乃
・
山
口
香
菜
子

　

チ
ェ
ロ
下
島
万
乃
、ピ
ア

ノ
山
口
香
菜
子
の
デ
ュ
オ
リ

サ
イ
タ
ル
（
10
月
16
日
・
Ｈ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）。若
い

実
力
者
の
共
演
に
大
い
に
満

足
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は「
宵（
よ
い
）」。

前
半
は
夜
の
帳
（
と
ば
り
）

が
降
り
る
イ
メ
ー
ジ
で
選
曲

し
た
。最
初
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

「
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

ソ
ナ
タ
」か
ら
二
人
の
ア
ン
サ

　

最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は

加
藤
昌
則
「
夜
の
ソ
ナ
タ
」。

『
多
様
な
幻
想
に
取
り
つ
か
れ

た
不
思
議
な
一
夜
』と
、作
曲

　

こ
の
時
期
恒
例
の
「
戸
谷

誠
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

（
10
月
８
日
・
電
気
文
化
会

館
）。タ
イ
ト
ル
は
『
幻
想
―

自
由
・
心
象
』だ
。

で
た
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
円
熟
期
に
書

か
れ
た
「
前
奏
曲
」と
「
幻

想
曲
」は
、共
に
き
れ
い
な
音

色
で
シ
ョ
パ
ン
の
魅
力
が
伝

わ
っ
た
。

　

常
に
自
然
体
で
気
負
う
こ

と
が
な
い
。音
楽
が
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
て
い
く
。こ
れ
が

彼
女
の
特
徴
。し
か
し
単
調

で
は
な
く
、表
現
力
も
あ
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聴
け
る
の

が
い
い
。

　

メ
ー
ン
は
、幻
想
曲
の
代

表
作
と
言
え
る
シ
ュ
ー
マ
ン

「
幻
想
曲
」。自
由
な
作
風
だ

が
、構
成
力
が
あ
り
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
演
奏
で
締
め
く

く
っ
た
。

　

モ
ー
ツ
ア
ル

ト
「
幻
想
曲
」

で
静
か
に
幕
を

開
け
た
。続
い

て
同
じ
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
「
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
第
９

（
８
）番
・
Ｋ
３

１
０
」は
短
調

で
、母
親
を
亡

く
し
た
悲
し
み

を
、美
し
く
奏

者
が
言
う
全
４
楽
章
の
力
作
。

第
３
楽
章
の
静
か
な
た
た
ず

ま
い
、第
４
楽
章
は
チ
ェ
ロ
の

技
法
を
駆
使
し
た
緊
張
感
が
、

印
象
的
に
響
い
た
。現
代
的
だ

が
分
か
り
や
す
く
楽
し
め
る

作
品
だ
っ
た
。

　

最
後
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
第
３
番
」。

二
人
の
力
強
い
息
の
合
っ
た

協
奏
で
傑
作
の
魅
力
を
表
現

し
た
。

㊤
下
島
万
乃（
チ
ェ
ロ
）と
山
口
香
菜

子（
ピ
ア
ノ
）㊨
戸
谷
誠
子（
ピ
ア
ノ
）

左
か
ら
稲
神
佐
和
子
、堤

久
美
子
、つ
つ
み
あ
つ
き




